
平成30年夏季

　 県内民間ボーナス支給見通し
- ボーナスＤＩは 11 期連続のプラス -

夏季民間ボーナス支給見通し（全産業）

「第 84 回県内企業経営動向調査」から
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（注）DI＝（「増額」回答先割合）－（「減額」回答先割合）

　当行の第 84 回県内企業経営動向調査（ 4 月

上旬実施、回答企業 306 社）によると、今夏

のボーナス支給予定額は、昨夏の支給額に対

して「増額」回答先割合が 12.5％（昨夏調査

12.5％）、「横ばい」回答先割合が 83.1％（同

82.6％）、「減額」回答先割合が 4.4％（同 4.9％）

となった。この結果、夏季のボーナスＤＩ（「増

額」回答先割合－「減額」回答先割合）は 8.1

と、11 期連続のプラス（「増額」超）となった。

また、昨夏（7.6）と比較すると、0.5 ポイント

上昇した。

　今回実施した企業経営動向調査によると、29

年度下期の業況は、地場産業に改善の遅れがみ

られる一方、半導体製造装置や工作機械、電子

部品など幅広い品目で増勢が続く機械工業が好

調を維持したほか、非製造業でも改善の動きが

強まった。30 年度上期の見通しは、非製造業

では先行きに対して慎重に見る向きが多い一

方、製造業では明るい見方が増えており、全体
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としては先行きへの期待感が持続している状況

にある。

　また、同調査における雇用の充足度をみると、

「不足」と回答した先が 3 期連続で 4 割超とな 

り、県内企業の人手不足感の強さを裏付ける結

果となった。今後の対策では、「正社員の採用」

と回答した先が 4 割超を占め引き続き最多とな

るなど、正規雇用で人材確保を図ろうとする動

きが強まっている。経営上の問題点をみても、

「労働力不足」、「人材・技術不足」、「従業員の

高齢化」が上位 3 項目を占めており、人手不足

が深刻さを増している状況が窺われる。

　このように、景況の改善に加えて先行きへの

期待感や雇用情勢の逼迫がボーナス支給見通し

に反映され、ボーナスＤＩが引き続きプラス

（「増額」超）となったものと考えられる。

　製造業は、「増額」回答先割合が 15.3％（昨

夏 14.9％）、「減額」回答先割合が 5.1％（同 3.2 

％）となった。この結果、ボーナスＤＩは 10.2

と、昨夏（11.7）と比べて 1.5 ポイント低下し

たものの、引き続き「増額」超となった。この

うち機械関連では、はん用・生産用、業務用、

輸送、電気の全機械とも「増額」超となってお 

り、特にはん用・生産用機械は「増額」回答先

が 3 割超となった。その他の業種では、家具、

ニット、プラスチック、宝飾、食品が「増額」

超となった。

　非製造業は、「増額」回答先割合が 9.4％（昨

夏 10.0％）、「減額」回答先割合が 3.6％（同 6.7 

％）となった。この結果、ボーナスＤＩは 5.8 

と、昨夏（3.3）と比べて 2.5 ポイント上昇し、 

「増額」超となった。業種別にみると、レジャー

ですべての先が「横ばい」と回答した以外は、

各業種とも「増額」超となった。
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くわしくは山梨中央銀行の窓口
またはフリーダイヤルへどうぞ

〈受付時間〉
月曜日～金曜日　9:00 ～ 17:00
（ただし、祝日・12/31～1/3は除きます。）

照会コード

90120-201862
ふ　れ　あい　ハ　ロー　に

山梨中央銀行は、
地域ブランド産業や成長分野ビジネスに

関する取り組みを応援いたします。
ぜひお気軽にご相談ください。

■山梨中銀 地域活力強化ファンドの概要

ご利用いただける方

手 形 貸 付 証 書 貸 付

団体信用生命保険なし 団体信用生命保険なし 団体信用生命保険あり

中堅・中小企業および
個人事業主の方　　　

中堅・中小企業および
個人事業主の方　　　

以下の条件を満たす中堅・中小企業（※）および個人事業主の方
※中小企業基本法第2条に該当する中小企業者、または信用保証協会
法第20条に定める中小企業者のうち医業を主たる事業とする方

①保険加入者（法人の場合は代表権を有する連帯保証人 1 名）の借入
時年齢が満20歳以上75歳以下で、完済時年齢が満80歳以下で
あること

②当行所定の団体信用生命保険に加入可能なこと

ご 融 資 金 額 5億円以内 5億円以内 1 億円以内

お使いみち
事業に必要な運転資金 事業に必要な運転資金・設備資金（借換資金を含みます）

※当行既往ご融資資金のお借換えにはご利用いただけません。

ご融資期間 1 年以内

〈運転資金〉1 年超5年以内
〈設備資金〉1 年超15年以内（法定耐用年数以内）
　※ 1 年以内の据置期間を含みます。
　※お借換え資金については、原則として残存期間の範囲内とします。

ご返済方法 元金一括返済 元金均等毎月返済または元利均等毎月返済

ご融資利率
当行所定の利率（固定金利または変動金利）を適用いたします。
※ご融資期間10年超の場合は、変動金利となります。

担保・保証人 個別の審査となります。

保 証 料 信用保証協会をご利用の場合は、別途保証料が必要となります。

※　審査の結果、ご希望にそえない場合もございますので、あらかじめご了承ください。

平成30年4月1日現在
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